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「人権問題に関する府民意識調査（抜粋）」《単純集計・速報》








問１　あなたは、次の（１）～（12）のことがらについて、人権上どの程度問題があると思いますか。


すべてのことがらについて、あなたのお考えにもっとも近いものをお答えください。








○女性や犯罪被害者等の人権問題、施設コンフリクトなどの障がい者や高齢者の人権問題などに関しては意識が高いのに対し、結婚に際しての身元調査や


　ニートに対して自己責任視する問題などに関しては、人権上問題であるという意識が全般的に低い。


○特に、子どもに対する体罰に関しては、「しつけのためなら仕方がない（必要である）」という意識を持っている人の方が多く、人権上問題であるという


　意識は低い。





　問２　一般的に「差別」というものについて、あなたはどのようなお考えをお持ちですか。次にあげる（１）～（12）のすべてについて


お答えください。








○「差別」に対する考え方について、肯定的な意見（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」と回答した人の合計）が多かった上位３項目は、「差別


　される人の話をきちんと聴く必要がある。」（82.9%）、「差別は、人間として恥ずべき行為の一つだ」（81.2%）、「あらゆる差別をなくすために、行政は


　努力する必要がある」（74.6％）。


○その反対に、否定的な意見（「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」と回答した人の合計）が多かった項目は、「差別は世の中に必要なこ


　ともある」（57.4%）、「差別だという訴えを、いちいち取り上げていたらきりがない」（44.3％）、「差別の原因には、差別される人の側に問題があるこ


　とも多い」（34.7%）、となっている。





　問４　あなたは、家を購入したり、マンションを借りたりするなど、住宅を選ぶ際に、価格や立地条件などが希望にあっていても、次の


　　　ような条件の物件の場合、避けることがあると思いますか。すべての場合についてお答えください。





○同和地区内の物件を忌避すると回答した人は、「同和地区の地域内である」場合、「避けると思う」（30.5%）、「どちうらかといえば避けると思う」


　（24.5％）であわせて55.0％。また、「小学校区が同和地区と同じ区域になる」場合、「避けると思う」（19.0％）、「どちらかといえば避けると思う」


　（23.9％）であわせて42.9％となっている。


○「近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる」、「近隣に外国籍の住民が多く住んでいる」、「近くに精神科病院や障がい者施設がある」と


　いったケースでも、「避けると思う」、「どちらかというと避けると思う」をあわせると、4割弱の人が避けると回答。





　問５　問４のような場合に、住宅の購入や入居を避ける人がいるのはなぜだと思いますか。あなたのお考えに近いものをお選びください。





　問６　あなたは、不動産取引の際に問５のような理由で避けることをどう思いますか。





　問７　あなたは、次の項目に関する行政の取組み状況について、この5年間に、改善されたと思いますか、悪化したと思いますか。





○「改善されたと思う」行政の取組み状況の上位3つは、「個人情報の保護に関して必要な取組みの状況」（23.8%）、「ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ（DV）やｾｸｼｬﾙ･


　ﾊﾗｽﾒﾝﾄなど、女性の人権を侵害する問題に対する取組みの状況」（18.4%）、「障がい者の生活に必要な自立支援や雇用の促進などの取組みの状況」（16.6%）


　となっているのに対して、「悪化したと思う」行政の取組み状況は、「老後を安心して暮らせるよう、高齢者の生活を支援するための取組みの状況」（23.0%）、


　「非正規雇用など不安定な就労状態にある人の自立を支援するための取組み状況」（15.0％）、「いじめ問題や児童虐待を防止するための対応策など、子ど


　もの人権を守るために必要な取組みの状況」（13.8％）が上位3つを占めるなど、昨今の社会経済情勢を反映した形となっている。





　問８　あなたは、学校、職場及び地域で、人権問題についての学習を経験したことがありますか。





○人権問題に関する学習経験については、「小学校」・「中学校」の義務教育の間に受けた者が最も多く、　次いで「職場の研修で受けた」者が続いている。


○「とくに役に立った（最も印象に残っている）もの


　はどれか」という問いに対しても、上記の順番のと


　おりで、その際の人権問題の分野に関しては、「同


　和問題」が約7割を占めている。


○形式に関しては、「教師や学識者による授業、講義・


　講演」と「映画・ビデオなど映像媒体を用いたもの」


　で75％以上。「参加・体験型」の学習経験は1割


　程度と少ない。





○人権問題に関する学習経験については、「小学校」・「中学校」の義務教育の間に受けた者が最も多く、　次いで「職場の研修で受けた」者が続いている。


○「とくに役に立った（最も印象に残っている）も


のはどれか」という問いに対しても、上記の順番のとおりで、その際の人権問題の分野に関しては、「同和問題」が約7割を占めている。


○形式に関しては、「教師や学識者による授業、講


義・講演」と「映画・ビデオなど映像媒体を用いたもの」で75％以上。「参加・体験型」の学習経


験は1割程度と少ない。





　問８－２　それは、どのような分野でしたか。また、どのような形式でしたか。





　問８－１　問８で「１～８」のいずれかに回答された方にお聞きします。その中で、あなたの人権意識を高めるうえでとくに役に立った


　　　　（いちばん印象に残っている）ものはどれですか。
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※単一回答の設問ですが、複数回答が多数あったので、すべて有効としました。





　問９　あなたが、自分自身をどのように思っているかを、ありのままお答えください。次の（１）～（８）のすべてについてお答えください。





○自分自身をどのように評価するかについて、「あてはまる」・「ややあてはまる」という肯定的な回答が多かった項目は、「自分は、困難なことでも、なん


　とかやり遂げることができると思う」（68.3%）、「自分は、人とうまくやっていける人間だと思う」（64.6%）、「現在、自分の生活は充実している」


　（60.4％）が上位３つとなっている。


○その反対に、「あてはまらない」・「ややあてはまらない」という否定的な回答が多かった項目は、「自分は、何をやってもだめな人間だと思うことがある」


　（68.2%）、「自分はまわりの人から期待されていないと思うことがある」（55.0%）、「最近、自分の生活は生きづらくなってきたと思う」（48.0%）と


　なっており、全般的に自分自身を肯定的に評価している人が多い。





　問10　あなたご自身と社会との関係について、次の（１）～（５）のすべてのことがらに関して、感じたことをありのままにお答え


　　　　ください。





○自分自身と社会との関係性について、「自分には信頼できる人がいる」（75.3%（「あてはまる」・「ややあてはまる」と回答した人の合計））をはじめとし


　て、各項目ともに70％弱の人が自分には何らかの形で頼れる人がいると回答しているのに対し、「家の中にも、職場や学校にもどこにも自分の居場所が


　ないような気がする」という項目で、「あてはまる」・「ややあてはまる」と回答した人は、6.0％にとどまっており、全般的に社会との結びつきに関して


　は楽観的な考えを持っている人が多い。





　問13　あなたは、同和地区や同和地区の人に対する差別意識が、いまでも残っていると思いますか。あなたのお考えに近いものを選んで


　　　　ください。





○同和地区や同和地区の人に対する差別意識が今も残っているかど


　うかについて、半数以上（53.5%）の人が「差別意識は薄まりつ


　つあるが、まだ残っている」を選択。「差別意識はいまもあまり変


　わらず残っている」（13.2%）、「差別意識はさらに強くなっている」


　（0.3%）とあわせると、67.0%の人が差別意識はいまも残って


　いると考えている。


○これに対して、「差別意識はもはや残っていない」と思っている人は9.2%。「わからない」は14.1%となっている。





　問13－１　問13で「１～３」のいずれかに回答された方にお聞きします。同和問題に関する差別意識がなくならない理由は、なぜだと


　　　　　　思われますか。





○なぜ、同和問題に関する差別意識がなくならないのかについて、最も多かった回答は「昔からの偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多い


　から」の54.0%。次いで、「いまでも同和地区の人だけ、行政から優遇されていると思うから」（47.5%）、「結婚問題や住居の移転などに際して、同和


　地区出身者やその関係者とみなされることを避けたいと思うから」（46.1%）、「同和問題に名を借りて不正な利益を得ようとする、いわゆる「えせ同和


　行為」などを見聞きすることがあるから」（45.0%）の3項目を40％以上の人が回答に挙げている。





　問14　あなたご自身、現在、同和地区に対してどのようなイメージをお持ちですか。





○同和地区に対するイメージについて、「いまでも行政から特別な扱いを受け、優遇されている」（55.3%）、「なにか問題が起こると、集団で行動すること


　が多い」（53.3%）、「同和問題に名を借りた、いわゆる「えせ同和行為」で不当な利益を得ている人がいる」（50.6%）の3項目について、半数以上の


　人が「そう思う」・「どちらかといえばそう思う」と回答。


○一方、「地域社会（コミュニティ）の中での連帯意識を持った人が多い」（42.3%）、「人権問題について、意識の高い人が多い」（33.5%）といった好意


　的な感想を持つ人もおり、その意識の差の背景を分析することが必要。





　問14－１　あなたが問14の回答のようなイメージを持ったのはなぜですか。





○同和地区のイメージの背景となる情報源について、「とくにこれといった理由はなく、単なるイメージ」（36.4%）、「自分の身近にいる人が話している内


　容などから」（29.5%）という回答が1位、2位を占めている。


○一方、「学校時代の学習経験や地域・職場での研修などから」、「地方公共団体や民間啓発団体などの啓発資料（広報誌やちらしなど）から」情報を得てい


　ると回答した者が、それぞれ16.1%、10.9%おり、そうした情報がプラスイメージの形成に適切に寄与しているかの分析が必要。


○また、「以前、同和地区あるいはその近くに住んでいて、その時の印象から」や「同和地区に友人（知人）がおり、その人からの話で」といった直接的な


　経験・情報をもとにしていると回答した者は、それぞれ11.6%、10.5%だった。
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(N=903)

問８　人権問題の学習経験
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問１

		問１あなたは、次の（１）～（12）のことがらについて、人権上どの程度問題があると思いますか。すべてのことがらについて、あなたのお考えにもっとも近いものをお答えください。 トイ

				問題あり		どちらかといえば問題あり		どちらかといえば問題なし		問題なし		不明

		（１）ホテルや旅館がハンセン病回復者などの宿泊を断ること		37.9		36.9		13.3		5.2		6.8

				342		333		120		47		61

		（２）結婚する際に、興信所や探偵業者などを使って相手の身元調査を行うこと		24.6		31.7		24.8		12.4		6.5

				222		286		224		112		59

		（３）外国人であることを理由に、マンションなど住宅の入居を拒否すること		33.9		38.4		15		5.9		6.9

				306		347		135		53		62

		（４）障がい者であることを理由に、マンションなど住宅の入居を拒否すること		50.6		30.7		8.5		3.7		6.5

				457		277		77		33		59

		（５）ニートやひきこもりの状態になるのは、本人の責任が大きいと考えること		19.9		37.9		22.8		11.7		7.6

				180		342		206		106		69

		（６）犯罪被害者やその家族の氏名や住所を、本人の了解なしに報道すること		71.9		15.2		3.5		3.2		6.2

				649		137		32		29		56

		（７）景気の悪化などを理由に、まず外国人労働者から解雇すること		29.7		40		16.1		7.5		6.8

				268		361		145		68		61

		（８）地域住民が特別養護老人ホームや障がい者施設などの福祉施設の建設に反対すること		47		33.8		8.1		4.5		6.6

				424		305		73		41		60

		（９）野宿生活者（ホームレス）が生活している公園では、子どもを遊ばせないようにすること		11.5		29.5		29.6		22.7		6.8

				104		266		267		205		61

		（10）親の世話や介護は、女性の役割だと考えること		61.7		25.5		4.4		2		6.4

				557		230		40		18		58

		（11）保護者が子どものしつけのために、ときには体罰を加えることも必要だと考えること		14.7		23.1		35.9		20.3		6

				133		209		324		183		54

		（12）教師が子どもの指導のために、ときには体罰を加えることも必要だと考えること		14.6		22.1		37.5		19.5		6.2

				132		200		339		176		56





問１

		



2010年
(N=903)

問題あり

どちらかといえば問題あり

どちらかといえば問題なし

問題なし

不明

問１　人権上どの程度問題があるか



問３

		問３結婚相手を考える際に、気になること（なったこと）はどんなことですか。あなたご自身の結婚の場合と、お子さんの結婚の場合とに分け、気になる項目を選んでください。
お子さんがいらっしゃらない方も、いると想定してお答えください。

						人柄、性格 ガラ		趣味や価値観		仕事に対する相手の理解と協力		家事や育児の能力や姿勢		経済力		学歴		職業		家柄		離婚暦		国籍・民族		相手やその家族に障がいのある人がいるかどうか		相手やその家族の宗教		一人親家庭かどうか		同和地区出身者かどうか		その他		とくに気になる（気になった）ことはない キキ		不明

		あなたご自身の場合 ジシンバアイ		2010年
(N=903) ネン		84.3		50.2		44		34		44.7		13.7		26.4		13.8		21.9		25.2		11.7		27.7		4.1		20.6		2.1		2.8		9.4

						761		453		397		307		404		124		238		125		198		228		106		250		37		186		19		25		85

		あなたのお子さんの場合 コバアイ		2010年
(N=903) ネン		81.7		38.9		42.6		38.4		57.7		17.9		35		17.7		30.1		26.7		17.6		29.2		7.2		21.2		2.7		3.4		11.3

						738		351		385		347		521		162		316		160		272		241		159		264		65		191		24		31		102





問３

		



2010年
(N=903)

問３　結婚相手の気になること



問４

		



2010年
(N=903)

問３　子どもの結婚相手の気になること



問５

		問４あなたは、家を購入したり、マンションを借りたりするなど、住宅を選ぶ際に、価格や立地条件などが希望にあっていても、次のような条件の物件の場合、避けることがあると思いますか。 トイイエコウニュウカジュウタクエラサイカカクリッチジョウケンキボウツギジョウケンブッケンバアイサオモ

				避けると思う		どちらかといえば避けると思う		どちらかといえば避けないと思う		まったく気にしない		わからない		不明

		（１）同和地区の地域内である		30.5		24.5		11.6		11.5		12.8		9.1

				275		221		105		104		116		82

		（２）小学校区が同和地区と同じ区域になる		19		23.9		17.6		17.7		11.8		9.9

				172		216		159		160		107		89

		（３）近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる		10.7		25.9		23.3		20.7		9.7		9.6

				97		234		210		187		88		87

		（４）近隣に外国籍の住民が多く住んでいる		11.3		27.4		22.8		20		9		9.5

				102		247		206		181		81		86

		（５）近くに精神科病院や障がい者施設がある		11.4		25.1		23.9		19.5		10.4		9.6

				103		227		216		176		94		87





問５

		



2010年
(N=903)

避けると思う

どちらかといえば避けると思う

どちらかといえば避けないと思う

まったく気にしない

わからない

不明

問４ 住宅を選ぶ際に、価格や立地条件などが希望にあっていても、次のような条件の物件の場合、避けることがあるか。



問６

		問５問４のような場合に、住宅の購入や入居を避ける人がいるのはなぜだと思いますか。
あなたのお考えに近いものをお選びください。

				次の転居の際、転売が難しかったり、安く処分せざるを得なかったりするから		生活環境や文化の違い、言葉の問題などでトラブルが多いと思うから		治安の問題などで不安があると思うから		学力の問題などで、子どもの教育上、問題があると思うから　　　　		自分もその地域の住人と同じだと思われると嫌だから		その他		とくに理由はないが、なんとなく		不明

		2010年
(N=903) ネン		34.2		45.8		54.3		18.8		22.7		2.4		13.4		13.4

				309		414		490		170		205		22		121		121





問６

		



2010年
(N=903)

問５　住宅の購入や入居を避ける人がいる理由



問８

		問６あなたは、不動産取引の際に問５のような理由で避けることをどう思いますか。

				差別につながると思う		差別とは無関係だと思う		判断できない（一概にはいえない）		わからない		不明

		2010年
(N=903) ネン		21.7		17.6		39.8		8.9		12.1

				196		159		359		80		109





問８

		



差別につながると思う

差別とは無関係だと思う

判断できない（一概にはいえない）

わからない

不明

問６　不動産取引の際に問５のような理由で避けること



問８－１

		問８あなたは、学校、職場及び地域で、人権問題についての学習を経験したことがありますか。

				小学校で受けた		中学校で受けた		高校で受けた		大学で受けた		市民対象の講座などで受けた		職場の研修で受けた		ＰＴＡや民間団体が主催する研修で受けた		その他		はっきりと覚えていない		受けたことはない		不明

		2010年
(N=903) ネン		29.6		27.8		14.3		3.7		5.9		14.4		6.8		2.7		18.7		17.1		11.6

				267		251		129		33		53		130		61		24		169		154		105





問８－１

		



2010年
(N=903)

問８　人権問題の学習経験



問８－２

		問８－１問８で「１～８」のいずれかに回答された方にお聞きします。その中で、あなたの人権意識を高めるうえでとくに役に立った（いちばん印象に残っている）ものはどれですか。

				小学校で受けたもの		中学校で受けたもの		高校で受けたもの		大学で受けたもの		市民対象の講座などで受けたもの		職場の研修で受けたもの		ＰＴＡや民間団体が主催する研修で受けたもの		その他		役立った（印象に残った）と思うものはない		不明

		2010年
(N=476) ネン		30		21.6		7.8		3.6		5.9		18.1		6.5		3.8		7.6		2.5

				143		103		37		17		28		86		31		18		36		12

		※単一回答の設問ですが、複数回答が多数あったので、すべて有効としました。 タンイツカイトウセツモンフクスウカイトウタスウユウコウ





問８－２

		



2010年
(N=476)

問８－１　人権意識を高めるうえでとくに役に立った
（いちばん印象に残っている）もの



問１１

		問８－２それは、どのような分野でしたか。また、どのような形式でしたか。

		■分野 ブンヤ

				女性の人権問題		障がい者の人権問題		高齢者の人権問題		子どもの人権問題		同和問題		外国人の人権問題		職業や雇用をめぐる人権問題		ハンセン病回復者や
ＨＩＶ感染者の人権問題		その他		覚えていない、わからない		不明

		2010年
(N=439) ネン		9.1		19.1		5.7		4.1		68.1		5.5		5		3.6		1.6		3.6		0.7

				40		84		25		18		299		24		22		15		7		16		3

		■形式 ケイシキ

				教師や学識者による授業、講義・講演		差別を受けている当事者や、それを支援する団体等の職員による授業、講義・講演		映画・ビデオなど映像媒体を用いたもの		グループ討論や模擬体験等を通じた参加・体験型の学習		リバティおおさかやピースおおさかなど、人権問題に関する施設の見学		人権問題に関する歴史をたどるフィールドワーク等の学習		その他		覚えていない、わからない		不明

		2010年
(N=428) ネン		46.7		14.5		30.8		4.2		2.6		3.3		3.7		5.8		5.4

				200		62		132		18		11		14		16		25		23

		※単一回答の設問ですが、複数回答が多数あったので、すべて有効としました。 タンイツカイトウセツモンフクスウカイトウタスウユウコウ





問１１

		



2010年
(N=428)

問８－２　形式



問１２

		



2010年
(N=439)

問８－２　分野



問１３

		問11あなたが日本の社会において、同和問題や部落問題などと呼ばれている差別の問題があることをはじめて知ったのは、どういうことがきっかけですか。

				父母や家族から聞いた		近所の人から聞いた		学校の友達から聞いた		学校の授業で教わった		職場の人から聞いた		講演会、研修会などで聞いた		府県や市町村の広報誌などで読んだ		テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍などで知った		インターネットのサイトなどで知った		近くに同和地区があった		自分の身近で同和問題に関する差別があった		その他		覚えていない		同和問題については、知らない		不明

		2010年
(N=903) ネン		28.5		5.5		7.4		28.2		5.2		3.7		3.5		9.9		0.1		10.6		2.8		1.7		4.1		3.2		10

				257		50		67		255		47		33		32		89		1		96		25		15		37		29		90





問１３

		



2010年
(N=903)

問１１　同和問題や部落問題を知ったきっかけ



問１３－１

		問12一般的に、世間ではどのようなことで同和地区出身者と判断していると思いますか。

				本人が現在、同和地区に住んでいる		本人が過去に同和地区に住んでいたことがある		本人の本籍地が同和地区である		本人の出生地が同和地区である		父母あるいは祖父母が同和地区に住んでいる		父母あるいは祖父母の本籍地が同和地区にある		父母あるいは祖父母の出生地が同和地区である		職業によって判断している		その他		わからない		不明

		2010年
(N=874) ネン		41.4		19.2		31.8		30.2		25.1		22.5		22.1		13.5		2.1		20.7		12.2

				362		168		278		264		219		197		193		118		18		181		107





問１３－１

		



2010年
(N=874)

問１２　同和地区出身者の判断基準



問１４

		問13あなたは、同和地区や同和地区の人に対する差別意識が、いまでも残っていると思いますか。あなたのお考えに近いものを選んでください。

				差別意識は現在もあまり変わらず残っている		差別意識はさらに強くなっている		差別意識は薄まりつつあるが、まだ残っている		差別意識はもはや残っていない		わからない		（残っていないとはいえない） ノコ		不明

		2010年
(N=874) ネン		13.2		0.3		53.5		9.2		14.1		1		8.7

				115		3		468		80		123		9		76

		※「わからない」等と回答しながら、問１３－１に回答があった場合は、「残っていないとはいえない」として集計しています。 トウカイトウトカイトウバアイノコシュウケイ





問１４

		



差別意識は現在もあまり変わらず残っている

差別意識はさらに強くなっている

差別意識は薄まりつつあるが、まだ残っている

差別意識はもはや残っていない

わからない

（残っていないとはいえない）

不明

問１３　同和地区や同和地区の人に対する差別意識が、いまでも残っていると思いますか



問１４－１

		問13－１問13で「１～３」のいずれかに回答された方にお聞きします。同和問題に関する差別意識がなくならない理由は、なぜだと思われますか。

				結婚問題や住居の移転などに際して、同和地区出身者やその関係者とみなされることを避けたいと思うから		差別落書きやインターネット上での誹謗・中傷など、差別意識を助長する人がいるから		同和問題に名を借りて不当な利益を得ようとする、いわゆる「えせ同和行為」などを見聞きすることがあるから		運動団体の一部活動家による不祥事などがあったから		マス・メディアによって、同和問題に関わる不祥事などが大きく取り上げられることがあるから		運動団体による活動が、市民の共感を得られず、逆に反感を招いているから		同和問題を解決するために行ってきたこれまでの同和対策の必要性が十分に理解されていないから		いまでも同和地区の人だけ、行政から優遇されていると思うから		同和問題について積極的になくそうとする方向で活動するのではなく、あえて距離をおこうとする人が増えたから		これまでの教育・啓発の手法では、差別意識をなくすことに限界があったから		同和地区の人々の生活実態が、現在でも困難な状況におかれたままだから		差別をしてはいけないと規制する法律がないから		昔からの偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いから		その他		わからない		不明

		2010年
(N=596) ネン		46.1		18.5		45		19		15.8		25.5		20.6		47.5		13.8		12.6		4.5		6.9		54		4.5		2		0.7

				275		110		268		113		94		152		123		283		82		75		27		41		322		27		12		4





問１４－１

		



2010年
(N=596)

問１３－１　同和問題に関する差別意識がなくならない理由



問１７

		問14あなたご自身、現在、同和地区に対してどのようなイメージをお持ちですか。

				そう思う		どちらかといえばそう思う		どちらともいえない		どちらかといえばそう思わない		そう思わない		わからない		不明

		（１）所得の低い人が多く住んでいる		6.5		11.4		26.8		11.8		32.8		0		10.6

				57		100		234		103		287		0		93

		（２）親切で、人情味にあふれた人が多く住んでいる		4.1		9.4		51.1		8.5		15		0.1		11.8

				36		82		447		74		131		1		103

		（３）地区外の人に対して、閉鎖的な意識を持った人が多い		11.6		22.7		34.3		7.9		11.4		0.1		12

				101		198		300		69		100		1		105

		（４）地域社会（コミュニティ）の中での連帯意識を持った人が多い		13.8		28.5		32		4.9		8.5		0.2		12

				121		249		280		43		74		2		105

		（５）人権問題について、意識の高い人が多い		10.6		22.9		37.1		6.2		11.1		0.2		11.9

				93		200		324		54		97		2		104

		（６）なにか問題が起こると、集団で行動することが多い		21.3		32		24.5		3.3		8		0.2		10.7

				186		280		214		29		70		2		93

		（７）同和地区では、高齢者や障がい者への生活支援など、同和問題以外の人権問題にも積極的な取組みが進められている		10.9		16.4		45.8		5		9.3		0.6		12.1

				95		143		400		44		81		5		106

		（８）同和問題に名を借りた、いわゆる「えせ同和行為」で不当な利益を得ている人がいる		27.8		22.8		27.3		2.7		7		0.5		11.9

				243		199		239		24		61		5		104

		（９）同和地区の人々が地域外の人々との交流に力を入れている		3.7		7.9		51.9		11.1		12.9		0.5		12

				32		69		454		97		113		5		105

		（１０）いまでも行政から特別な扱いを受け、優遇されている		24.8		30.5		24		3.1		6.3		0.2		11

				217		267		210		27		55		2		96

		（１１）地域の学校において、広く人権問題に関する教育に取り組んでいる		10.2		19.7		41.8		4.8		10.5		0.6		12.4

				89		172		365		42		92		5		109

		※「わからない」と手書きされていた場合は、暫定的に「わからない」として集計しています。 テガバアイザンテイテキシュウケイ

		「不明」もしくは「どちらともいえない」に読み替えるか、検討中です。 フメイヨカケントウナカ





問１７

		



2010年
(N=874)

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

不明

問１４　同和地区に対するイメージ



問２０

		問14－１あなたが問14の回答のようなイメージを持ったのはなぜですか。

				とくにこれといった理由はなく、単なるイメージ		自分の身近にいる人が話している内容などから		インターネット上の情報やメディアによる報道、書籍などからの情報で		学校時代の学習経験や地域・職場での研修などから		地方公共団体や民間啓発団体などの啓発資料（広報誌やちらしなど）から		以前、同和地区あるいはその近くに住んでいて、その時の印象から		同和地区に友人（知人）がおり、その人からの話で		その他、自らの体験に基づいて		不明

		2010年
(N=874) ネン		36.4		29.5		10.8		16.1		10.9		11.6		10.5		5.3		18.9

				318		258		94		141		95		101		92		46		165





問２０

		



2010年
(N=874)

問14－１　問14の回答のようなイメージを持った理由



		問17学校や職場、日常生活の中で、誰かが同和地区の人に対する差別的な発言をしたとき、あなたはどういった態度をとりますか。

				差別的な発言があったことを指摘して、差別について話し合う（と思う）		表立って指摘はしないが、差別はいけないことを何とか伝えようとする（と思う）		表向き話をあわせて相づちを打ったり、自分も差別的な言葉を口にしたりしてしまう（と思う）		ほかの話題に転換するよう努力する（と思う）		何もせずに黙っている（と思う）		その他		わからない		不明

		2010年
(N=874) ネン		9.4		29.5		2.9		15.7		15.9		1.6		12.8		14.1

				82		258		25		137		139		14		112		123





		



2010年
(N=874)

問１７　同和地区の人に対する差別的な発言にどのような態度をとるか



		問20同和問題を解決するために、次にあげる施策や対応は、どの程度効果的だと思いますか。

				非常に効果的 ヒジョウコウカテキ		やや効果的 コウカテキ		あまり効果的ではない コウカテキ		効果的ではない コウカテキ		わからない		不明

		（１）差別を法律で禁止する		11.2		18.5		23.3		18		15.4		13.5

				98		162		204		157		135		118

		（２）戸籍制度を大幅に見直す・廃止する		12.2		20.8		16.8		11.3		24		14.8

				107		182		147		99		210		129

		（３）同和地区住民の自立を支援する取組みを一般の対策ですすめる		8.1		26		15.3		8.1		27.2		15.2

				71		227		134		71		238		133

		（４）学校教育・社会教育を通じて、差別意識をなくし、広く人権を大切にする教育・啓発活動を積極的に行う		20.4		35.9		11.4		6.8		11.7		13.8

				178		314		100		59		102		121

		（５）同和問題に悩んでいる人たちが、差別の現実や不当性をもっと強く社会に訴える		8.9		28.4		19.1		10.6		18.6		14.3

				78		248		167		93		163		125

		（６）行政だけでなく、民間の人権団体も課題解決に取り組む		11.9		35.8		12.6		7		18.3		14.4

				104		313		110		61		160		126

		（７）同和地区と周辺地域の人々が交流を深め、協働して「まちづくり」を進める		18.9		34.1		10.3		5.5		16.8		14.4

				165		298		90		48		147		126

		（８）同和問題や差別があることを口に出さないで、そっとしておけばよい（自然に差別はなくなる）		14.2		20.6		16		18.8		16.8		13.6

				124		180		140		164		147		119

		（９）同和地区の人々がかたまって住まないで、分散して住むようにする		17.4		29.5		10		6.3		23.1		13.7

				152		258		87		55		202		120





		



2010年
(N=874)

非常に効果的

やや効果的

あまり効果的ではない

効果的ではない

わからない

不明

問20　同和問題を解決するために、次にあげる施策や対応は、どの程度効果的だと思いますか。




_1361694441.xls
Graph1

		とくにこれといった理由はなく、単なるイメージ

		自分の身近にいる人が話している内容などから

		インターネット上の情報やメディアによる報道、書籍などからの情報で

		学校時代の学習経験や地域・職場での研修などから

		地方公共団体や民間啓発団体などの啓発資料（広報誌やちらしなど）から

		以前、同和地区あるいはその近くに住んでいて、その時の印象から

		同和地区に友人（知人）がおり、その人からの話で

		その他、自らの体験に基づいて

		不明



2010年
(N=874)

問14－１　問14の回答のようなイメージを持った理由

36.4

29.5

10.8

16.1

10.9

11.6

10.5

5.3

18.9



問１

		問１あなたは、次の（１）～（12）のことがらについて、人権上どの程度問題があると思いますか。すべてのことがらについて、あなたのお考えにもっとも近いものをお答えください。 トイ

				問題あり		どちらかといえば問題あり		どちらかといえば問題なし		問題なし		不明

		（１）ホテルや旅館がハンセン病回復者などの宿泊を断ること		37.9		36.9		13.3		5.2		6.8

				342		333		120		47		61

		（２）結婚する際に、興信所や探偵業者などを使って相手の身元調査を行うこと		24.6		31.7		24.8		12.4		6.5

				222		286		224		112		59

		（３）外国人であることを理由に、マンションなど住宅の入居を拒否すること		33.9		38.4		15		5.9		6.9

				306		347		135		53		62

		（４）障がい者であることを理由に、マンションなど住宅の入居を拒否すること		50.6		30.7		8.5		3.7		6.5

				457		277		77		33		59

		（５）ニートやひきこもりの状態になるのは、本人の責任が大きいと考えること		19.9		37.9		22.8		11.7		7.6

				180		342		206		106		69

		（６）犯罪被害者やその家族の氏名や住所を、本人の了解なしに報道すること		71.9		15.2		3.5		3.2		6.2

				649		137		32		29		56

		（７）景気の悪化などを理由に、まず外国人労働者から解雇すること		29.7		40		16.1		7.5		6.8

				268		361		145		68		61

		（８）地域住民が特別養護老人ホームや障がい者施設などの福祉施設の建設に反対すること		47		33.8		8.1		4.5		6.6

				424		305		73		41		60

		（９）野宿生活者（ホームレス）が生活している公園では、子どもを遊ばせないようにすること		11.5		29.5		29.6		22.7		6.8

				104		266		267		205		61

		（10）親の世話や介護は、女性の役割だと考えること		61.7		25.5		4.4		2		6.4

				557		230		40		18		58

		（11）保護者が子どものしつけのために、ときには体罰を加えることも必要だと考えること		14.7		23.1		35.9		20.3		6

				133		209		324		183		54

		（12）教師が子どもの指導のために、ときには体罰を加えることも必要だと考えること		14.6		22.1		37.5		19.5		6.2

				132		200		339		176		56





問１

		



2010年
(N=903)

問題あり

どちらかといえば問題あり

どちらかといえば問題なし

問題なし

不明

問１　人権上どの程度問題があるか



問３

		問３結婚相手を考える際に、気になること（なったこと）はどんなことですか。あなたご自身の結婚の場合と、お子さんの結婚の場合とに分け、気になる項目を選んでください。
お子さんがいらっしゃらない方も、いると想定してお答えください。

						人柄、性格 ガラ		趣味や価値観		仕事に対する相手の理解と協力		家事や育児の能力や姿勢		経済力		学歴		職業		家柄		離婚暦		国籍・民族		相手やその家族に障がいのある人がいるかどうか		相手やその家族の宗教		一人親家庭かどうか		同和地区出身者かどうか		その他		とくに気になる（気になった）ことはない キキ		不明

		あなたご自身の場合 ジシンバアイ		2010年
(N=903) ネン		84.3		50.2		44		34		44.7		13.7		26.4		13.8		21.9		25.2		11.7		27.7		4.1		20.6		2.1		2.8		9.4

						761		453		397		307		404		124		238		125		198		228		106		250		37		186		19		25		85

		あなたのお子さんの場合 コバアイ		2010年
(N=903) ネン		81.7		38.9		42.6		38.4		57.7		17.9		35		17.7		30.1		26.7		17.6		29.2		7.2		21.2		2.7		3.4		11.3

						738		351		385		347		521		162		316		160		272		241		159		264		65		191		24		31		102





問３

		



2010年
(N=903)

問３　結婚相手の気になること



問４

		



2010年
(N=903)

問３　子どもの結婚相手の気になること



問５

		問４あなたは、家を購入したり、マンションを借りたりするなど、住宅を選ぶ際に、価格や立地条件などが希望にあっていても、次のような条件の物件の場合、避けることがあると思いますか。 トイイエコウニュウカジュウタクエラサイカカクリッチジョウケンキボウツギジョウケンブッケンバアイサオモ

				避けると思う		どちらかといえば避けると思う		どちらかといえば避けないと思う		まったく気にしない		わからない		不明

		（１）同和地区の地域内である		30.5		24.5		11.6		11.5		12.8		9.1

				275		221		105		104		116		82

		（２）小学校区が同和地区と同じ区域になる		19		23.9		17.6		17.7		11.8		9.9

				172		216		159		160		107		89

		（３）近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる		10.7		25.9		23.3		20.7		9.7		9.6

				97		234		210		187		88		87

		（４）近隣に外国籍の住民が多く住んでいる		11.3		27.4		22.8		20		9		9.5

				102		247		206		181		81		86

		（５）近くに精神科病院や障がい者施設がある		11.4		25.1		23.9		19.5		10.4		9.6

				103		227		216		176		94		87





問５

		



2010年
(N=903)

避けると思う

どちらかといえば避けると思う

どちらかといえば避けないと思う

まったく気にしない

わからない

不明

問４ 住宅を選ぶ際に、価格や立地条件などが希望にあっていても、次のような条件の物件の場合、避けることがあるか。



問６

		問５問４のような場合に、住宅の購入や入居を避ける人がいるのはなぜだと思いますか。
あなたのお考えに近いものをお選びください。

				次の転居の際、転売が難しかったり、安く処分せざるを得なかったりするから		生活環境や文化の違い、言葉の問題などでトラブルが多いと思うから		治安の問題などで不安があると思うから		学力の問題などで、子どもの教育上、問題があると思うから　　　　		自分もその地域の住人と同じだと思われると嫌だから		その他		とくに理由はないが、なんとなく		不明

		2010年
(N=903) ネン		34.2		45.8		54.3		18.8		22.7		2.4		13.4		13.4

				309		414		490		170		205		22		121		121





問６

		



2010年
(N=903)

問５　住宅の購入や入居を避ける人がいる理由



問８

		問６あなたは、不動産取引の際に問５のような理由で避けることをどう思いますか。

				差別につながると思う		差別とは無関係だと思う		判断できない（一概にはいえない）		わからない		不明

		2010年
(N=903) ネン		21.7		17.6		39.8		8.9		12.1

				196		159		359		80		109





問８

		



差別につながると思う

差別とは無関係だと思う

判断できない（一概にはいえない）

わからない

不明

問６　不動産取引の際に問５のような理由で避けること



問８－１

		問８あなたは、学校、職場及び地域で、人権問題についての学習を経験したことがありますか。

				小学校で受けた		中学校で受けた		高校で受けた		大学で受けた		市民対象の講座などで受けた		職場の研修で受けた		ＰＴＡや民間団体が主催する研修で受けた		その他		はっきりと覚えていない		受けたことはない		不明

		2010年
(N=903) ネン		29.6		27.8		14.3		3.7		5.9		14.4		6.8		2.7		18.7		17.1		11.6

				267		251		129		33		53		130		61		24		169		154		105





問８－１

		



2010年
(N=903)

問８　人権問題の学習経験



問８－２

		問８－１問８で「１～８」のいずれかに回答された方にお聞きします。その中で、あなたの人権意識を高めるうえでとくに役に立った（いちばん印象に残っている）ものはどれですか。

				小学校で受けたもの		中学校で受けたもの		高校で受けたもの		大学で受けたもの		市民対象の講座などで受けたもの		職場の研修で受けたもの		ＰＴＡや民間団体が主催する研修で受けたもの		その他		役立った（印象に残った）と思うものはない		不明

		2010年
(N=476) ネン		30		21.6		7.8		3.6		5.9		18.1		6.5		3.8		7.6		2.5

				143		103		37		17		28		86		31		18		36		12

		※単一回答の設問ですが、複数回答が多数あったので、すべて有効としました。 タンイツカイトウセツモンフクスウカイトウタスウユウコウ





問８－２

		



2010年
(N=476)

問８－１　人権意識を高めるうえでとくに役に立った
（いちばん印象に残っている）もの



問１１

		問８－２それは、どのような分野でしたか。また、どのような形式でしたか。

		■分野 ブンヤ

				女性の人権問題		障がい者の人権問題		高齢者の人権問題		子どもの人権問題		同和問題		外国人の人権問題		職業や雇用をめぐる人権問題		ハンセン病回復者や
ＨＩＶ感染者の人権問題		その他		覚えていない、わからない		不明

		2010年
(N=439) ネン		9.1		19.1		5.7		4.1		68.1		5.5		5		3.6		1.6		3.6		0.7

				40		84		25		18		299		24		22		15		7		16		3

		■形式 ケイシキ

				教師や学識者による授業、講義・講演		差別を受けている当事者や、それを支援する団体等の職員による授業、講義・講演		映画・ビデオなど映像媒体を用いたもの		グループ討論や模擬体験等を通じた参加・体験型の学習		リバティおおさかやピースおおさかなど、人権問題に関する施設の見学		人権問題に関する歴史をたどるフィールドワーク等の学習		その他		覚えていない、わからない		不明

		2010年
(N=428) ネン		46.7		14.5		30.8		4.2		2.6		3.3		3.7		5.8		5.4

				200		62		132		18		11		14		16		25		23

		※単一回答の設問ですが、複数回答が多数あったので、すべて有効としました。 タンイツカイトウセツモンフクスウカイトウタスウユウコウ





問１１

		



2010年
(N=428)

問８－２　形式



問１２

		



2010年
(N=439)

問８－２　分野



問１３

		問11あなたが日本の社会において、同和問題や部落問題などと呼ばれている差別の問題があることをはじめて知ったのは、どういうことがきっかけですか。

				父母や家族から聞いた		近所の人から聞いた		学校の友達から聞いた		学校の授業で教わった		職場の人から聞いた		講演会、研修会などで聞いた		府県や市町村の広報誌などで読んだ		テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍などで知った		インターネットのサイトなどで知った		近くに同和地区があった		自分の身近で同和問題に関する差別があった		その他		覚えていない		同和問題については、知らない		不明

		2010年
(N=903) ネン		28.5		5.5		7.4		28.2		5.2		3.7		3.5		9.9		0.1		10.6		2.8		1.7		4.1		3.2		10

				257		50		67		255		47		33		32		89		1		96		25		15		37		29		90





問１３

		



2010年
(N=903)

問１１　同和問題や部落問題を知ったきっかけ



問１３－１

		問12一般的に、世間ではどのようなことで同和地区出身者と判断していると思いますか。

				本人が現在、同和地区に住んでいる		本人が過去に同和地区に住んでいたことがある		本人の本籍地が同和地区である		本人の出生地が同和地区である		父母あるいは祖父母が同和地区に住んでいる		父母あるいは祖父母の本籍地が同和地区にある		父母あるいは祖父母の出生地が同和地区である		職業によって判断している		その他		わからない		不明

		2010年
(N=874) ネン		41.4		19.2		31.8		30.2		25.1		22.5		22.1		13.5		2.1		20.7		12.2

				362		168		278		264		219		197		193		118		18		181		107





問１３－１

		



2010年
(N=874)

問１２　同和地区出身者の判断基準



問１４

		問13あなたは、同和地区や同和地区の人に対する差別意識が、いまでも残っていると思いますか。あなたのお考えに近いものを選んでください。

				差別意識は現在もあまり変わらず残っている		差別意識はさらに強くなっている		差別意識は薄まりつつあるが、まだ残っている		差別意識はもはや残っていない		わからない		（残っていないとはいえない） ノコ		不明

		2010年
(N=874) ネン		13.2		0.3		53.5		9.2		14.1		1		8.7

				115		3		468		80		123		9		76

		※「わからない」等と回答しながら、問１３－１に回答があった場合は、「残っていないとはいえない」として集計しています。 トウカイトウトカイトウバアイノコシュウケイ





問１４

		



差別意識は現在もあまり変わらず残っている

差別意識はさらに強くなっている

差別意識は薄まりつつあるが、まだ残っている

差別意識はもはや残っていない

わからない

（残っていないとはいえない）

不明

問１３　同和地区や同和地区の人に対する差別意識が、いまでも残っていると思いますか



問１４－１

		問13－１問13で「１～３」のいずれかに回答された方にお聞きします。同和問題に関する差別意識がなくならない理由は、なぜだと思われますか。

				結婚問題や住居の移転などに際して、同和地区出身者やその関係者とみなされることを避けたいと思うから		差別落書きやインターネット上での誹謗・中傷など、差別意識を助長する人がいるから		同和問題に名を借りて不当な利益を得ようとする、いわゆる「えせ同和行為」などを見聞きすることがあるから		運動団体の一部活動家による不祥事などがあったから		マス・メディアによって、同和問題に関わる不祥事などが大きく取り上げられることがあるから		運動団体による活動が、市民の共感を得られず、逆に反感を招いているから		同和問題を解決するために行ってきたこれまでの同和対策の必要性が十分に理解されていないから		いまでも同和地区の人だけ、行政から優遇されていると思うから		同和問題について積極的になくそうとする方向で活動するのではなく、あえて距離をおこうとする人が増えたから		これまでの教育・啓発の手法では、差別意識をなくすことに限界があったから		同和地区の人々の生活実態が、現在でも困難な状況におかれたままだから		差別をしてはいけないと規制する法律がないから		昔からの偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いから		その他		わからない		不明

		2010年
(N=596) ネン		46.1		18.5		45		19		15.8		25.5		20.6		47.5		13.8		12.6		4.5		6.9		54		4.5		2		0.7

				275		110		268		113		94		152		123		283		82		75		27		41		322		27		12		4





問１４－１

		



2010年
(N=596)

問１３－１　同和問題に関する差別意識がなくならない理由



問１７

		問14あなたご自身、現在、同和地区に対してどのようなイメージをお持ちですか。

				そう思う		どちらかといえばそう思う		どちらともいえない		どちらかといえばそう思わない		そう思わない		わからない		不明

		（１）所得の低い人が多く住んでいる		6.5		11.4		26.8		11.8		32.8		0		10.6

				57		100		234		103		287		0		93

		（２）親切で、人情味にあふれた人が多く住んでいる		4.1		9.4		51.1		8.5		15		0.1		11.8

				36		82		447		74		131		1		103

		（３）地区外の人に対して、閉鎖的な意識を持った人が多い		11.6		22.7		34.3		7.9		11.4		0.1		12

				101		198		300		69		100		1		105

		（４）地域社会（コミュニティ）の中での連帯意識を持った人が多い		13.8		28.5		32		4.9		8.5		0.2		12

				121		249		280		43		74		2		105

		（５）人権問題について、意識の高い人が多い		10.6		22.9		37.1		6.2		11.1		0.2		11.9

				93		200		324		54		97		2		104

		（６）なにか問題が起こると、集団で行動することが多い		21.3		32		24.5		3.3		8		0.2		10.7

				186		280		214		29		70		2		93

		（７）同和地区では、高齢者や障がい者への生活支援など、同和問題以外の人権問題にも積極的な取組みが進められている		10.9		16.4		45.8		5		9.3		0.6		12.1

				95		143		400		44		81		5		106

		（８）同和問題に名を借りた、いわゆる「えせ同和行為」で不当な利益を得ている人がいる		27.8		22.8		27.3		2.7		7		0.5		11.9

				243		199		239		24		61		5		104

		（９）同和地区の人々が地域外の人々との交流に力を入れている		3.7		7.9		51.9		11.1		12.9		0.5		12

				32		69		454		97		113		5		105

		（１０）いまでも行政から特別な扱いを受け、優遇されている		24.8		30.5		24		3.1		6.3		0.2		11

				217		267		210		27		55		2		96

		（１１）地域の学校において、広く人権問題に関する教育に取り組んでいる		10.2		19.7		41.8		4.8		10.5		0.6		12.4

				89		172		365		42		92		5		109

		※「わからない」と手書きされていた場合は、暫定的に「わからない」として集計しています。 テガバアイザンテイテキシュウケイ

		「不明」もしくは「どちらともいえない」に読み替えるか、検討中です。 フメイヨカケントウナカ





問１７

		



2010年
(N=874)

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

不明

問１４　同和地区に対するイメージ



問２０

		問14－１あなたが問14の回答のようなイメージを持ったのはなぜですか。

				とくにこれといった理由はなく、単なるイメージ		自分の身近にいる人が話している内容などから		インターネット上の情報やメディアによる報道、書籍などからの情報で		学校時代の学習経験や地域・職場での研修などから		地方公共団体や民間啓発団体などの啓発資料（広報誌やちらしなど）から		以前、同和地区あるいはその近くに住んでいて、その時の印象から		同和地区に友人（知人）がおり、その人からの話で		その他、自らの体験に基づいて		不明

		2010年
(N=874) ネン		36.4		29.5		10.8		16.1		10.9		11.6		10.5		5.3		18.9

				318		258		94		141		95		101		92		46		165





問２０

		



2010年
(N=874)

問14－１　問14の回答のようなイメージを持った理由



		問17学校や職場、日常生活の中で、誰かが同和地区の人に対する差別的な発言をしたとき、あなたはどういった態度をとりますか。

				差別的な発言があったことを指摘して、差別について話し合う（と思う）		表立って指摘はしないが、差別はいけないことを何とか伝えようとする（と思う）		表向き話をあわせて相づちを打ったり、自分も差別的な言葉を口にしたりしてしまう（と思う）		ほかの話題に転換するよう努力する（と思う）		何もせずに黙っている（と思う）		その他		わからない		不明

		2010年
(N=874) ネン		9.4		29.5		2.9		15.7		15.9		1.6		12.8		14.1

				82		258		25		137		139		14		112		123





		



2010年
(N=874)

問１７　同和地区の人に対する差別的な発言にどのような態度をとるか



		問20同和問題を解決するために、次にあげる施策や対応は、どの程度効果的だと思いますか。

				非常に効果的 ヒジョウコウカテキ		やや効果的 コウカテキ		あまり効果的ではない コウカテキ		効果的ではない コウカテキ		わからない		不明

		（１）差別を法律で禁止する		11.2		18.5		23.3		18		15.4		13.5

				98		162		204		157		135		118

		（２）戸籍制度を大幅に見直す・廃止する		12.2		20.8		16.8		11.3		24		14.8

				107		182		147		99		210		129

		（３）同和地区住民の自立を支援する取組みを一般の対策ですすめる		8.1		26		15.3		8.1		27.2		15.2

				71		227		134		71		238		133

		（４）学校教育・社会教育を通じて、差別意識をなくし、広く人権を大切にする教育・啓発活動を積極的に行う		20.4		35.9		11.4		6.8		11.7		13.8

				178		314		100		59		102		121

		（５）同和問題に悩んでいる人たちが、差別の現実や不当性をもっと強く社会に訴える		8.9		28.4		19.1		10.6		18.6		14.3

				78		248		167		93		163		125

		（６）行政だけでなく、民間の人権団体も課題解決に取り組む		11.9		35.8		12.6		7		18.3		14.4

				104		313		110		61		160		126

		（７）同和地区と周辺地域の人々が交流を深め、協働して「まちづくり」を進める		18.9		34.1		10.3		5.5		16.8		14.4

				165		298		90		48		147		126

		（８）同和問題や差別があることを口に出さないで、そっとしておけばよい（自然に差別はなくなる）		14.2		20.6		16		18.8		16.8		13.6

				124		180		140		164		147		119

		（９）同和地区の人々がかたまって住まないで、分散して住むようにする		17.4		29.5		10		6.3		23.1		13.7

				152		258		87		55		202		120





		



2010年
(N=874)

非常に効果的

やや効果的

あまり効果的ではない

効果的ではない

わからない

不明

問20　同和問題を解決するために、次にあげる施策や対応は、どの程度効果的だと思いますか。




